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医
史
料
の
保
存
と
そ
の
新
生
事
業
の
一
具
体
例

『芸
備
医
事
』
復
刻
完
成
に
つ
い
て
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印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
革
命
的
進
歩
に
よ
り
、
文
化
的
遺
産
特
に
貴
重

な
文
書

・
書
籍
類
の
廃
捨
処
分
や
煙
滅
は
加
速
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ

の
危
機
的
状
況
は
全
国
的
に
み
ら
れ
、
し
か
も
急
速
に
進
行
し
て
い

る
。
そ
の
対
策
は
急
務
と
指
摘
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
妙
案
は
至
難
な

こ
と
で
あ
る
。

日本医史学雑誌

幸
い
当
地
区
で
は
、
こ
の
難
題
を
解
決
し
た
事
例
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
そ
の
保
存
事
業
は
日
本
医
史
学
会
の
前
史
的
資
料
と
目
さ
れ

る

『芸
備
医
事
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
の
復
刻
と
そ
の
永
久
保
存
版

の
完
成
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
平
成
十
年
函
館
市
に
お
け
る
総
会
で
発
表

し
、
抄
録
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
書
刊
行
の
メ
ン

バ
ー
が
学
会
設
立
に
参
画
し
、
本
書
の
刊
行
理
念
も
他
の
類
書
に
見

ら
れ
な
い
編
集
で
継
続
し
、
百
年
前
よ
り
月
刊
と
し
て
全
国
的
に
流

布
さ
れ
、
明
治
二
十
九
年
六
月
十
二
日
の
創
刊
か
ら
、
昭
和
十
七
年

十
二
月
十
五
日
の
廃
刊
に
至
る
五
百
五
十
五
号
の
命
脈
を
保
っ
て
き

た。
地
元
・
広
島
は
原
爆
被
害
に
よ
り
、
そ
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
揃

え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
各
地
に
散
在
す
る
本
書
の
完
本
復
元
を
求
め
、

芸
備
医
学
会
創
立
百
年
記
念
事
業
の
一
と
し
て
再
生
さ
せ
、
そ
の
運

営
は
富
士
川
波
顕
彰
会
が
主
体
と
な
り
、
有
志
の
募
金
を
加
え
、
予

想
以
上
に
順
調
に
作
業
も
進
行
し
、
平
成
十
年
一
月
二
十
三
日
に
終

了
し
、
富
士
川
瀞
顕
彰
会
も
そ
の
発
刊
を
も

っ
て
解
散
す
る
に
至
つ

Tこ
本
書
は
医
史
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
広
く
文
化
史
的
情
報
内
容

を
網
羅
し
て
お
り
、
一
般
に
も
活
用
し
て
頂
く
目
的
か
ら
、
管
理

・

保
管
に
も
申
し
分
な
い
広
島
県
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
先
覚
者
の
偉
大
な
理
想
実
現
を
讃
え
る
こ
と
が
で

き
た
歓
び
と
共
に
、
本
書
に
は
ア
オ
雁
皮
紙
が
使
用
さ
れ
て
、
物
理

的
に
も
不
朽
の
命
を
、
こ
れ
か
ら
も
持
ち
つ
づ
け
、
印
刷
史
上
に
も

輝
し
き
一
石
を
投
じ
た
こ
と
は
望
外
の
感
動
で
も
あ
っ
た
。


